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分科会名 「3.すべての人に健康と福祉を」福祉の面で達成する会 

 

 

（１） 活動報告 

別紙参照 

（２） 関連するSDGsのゴールとゴール達成に向けた具体的な取組内容 

 ①すべての人に健康と福祉を：高齢者への心身ケアを目的とした製品・サービスの開発 

 ②すべての人に健康と福祉を：高齢者への心身ケアを目的とした研修や慰問コンテンツの企画 

 ③すべての人に健康と福祉を：高齢者福祉施設への製品・サービス・関連情報の提供 

（３） 参加メンバー（事業者名） 

花王グループカスタマーマーケティング株式会社、一般社団法人カノンパートナーズ、 

紙しばいやもっちい、合同会社地域福祉マネジメント、ディアスタッフ株式会社、 

TALL TREE～トールツリー～、トレンドマスター株式会社、株式会社ノンバーバル（五十音順） 

 

分
科
会
長 

事業者名 担当部署・担当者名 

トレンドマスター株式会社 中田 敦 

令和５年３月２４日 



活動報告

2023年3月24日
「3.すべての人に健康と福祉を」福祉の面で達成する会 中田敦

別紙



「3.すべての人に健康と福祉を」福祉の面で達成する会 活動報告
福祉を語る上で欠かせない制度として「地域包括ケアシステム」があります。高齢者が可能な限り、住み慣れた
地域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで継続できるようにするために、介護、医療、介護予防、生活支援、
住まいが一体的に提供される、日常生活圏域ごとの包括的な支援・サービス提供体制のことです。私たちは、こ
の地域包括ケアシステムにおいて位置付けられる「多様な主体による生活支援」に着目し、既存支援体制にない
仕組みづくりに取り組むべく、協議を重ねて、以下の結論に至りました。



Well-being（ウェルビーイング）の視点が重要であり、単にニーズを満たすだけでなく、QOL（Quality of 
life：生活の質）の向上につながる新たな支援体制の構築が必要ではないだろうか。それでどのような具体的な活
動がQOLの向上につながるのか。すべての人々の自己実現、QOLの向上につながり、川崎市を起点にしたWell-
beingの実現への道筋が創られると考えます（意義）。

「最幸のまち かわさき」で
実現し、世界に発信する。

「３．すべての人に健康と福祉を」福祉の面で達成する為には、
医療・介護に加え、生活支援介護予防を、深く考え、提案し、
実行する組織（チーム）が必要だと考えます。









■現在コンテンツをまとめ、テスト実施を計画

中原区地域包括支援センターへのアプローチ（チラシ配布等）
等々力、宮内は前向き。宮内は電話で「来てほしい」。
川崎区地域包括支援センターへのアプローチ
川崎区各施設に訪問＆チラシ配布。ビオラ、シオンが前向き（土日開催で）。
6月2日のケアマネ連絡会の総会で案内可能。全体的に好感触でどこも興味持ってくれる。

3月にテストイベント実施
体操教室後に、花王の口腔ケアで実施 新城いこいの家で3月25日11:10-12:00ごろまで。

■今後のスケジュール

3月24日 川崎市役所分科会報告イベント
3月25日 テストイベント実施（体操＋口腔ケア）
4月 テストイベント実施（剣術）
5月 イベント協力施設確定
6月 イベント準備
7月 本イベント実施

■拡大計画

コンテンツを提供する側・イベントを受け入れる団体を、募集中です。
以上


